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損益計算書が一定期間（1 ヵ月間や 1 事業年度）のすべ
ての収益と費用の対比から利益を表示して、経営成績を表
すのに対して、貸借対照表は、創業から現在までの積み重
ねが数値で表されており、そこから会社の体質、経営者の価
値観や考え方が見えるとされ「経営者の顔」ともいわれてい
ます。 

 

貸借対照表は、前期との比較によって、大きな増減がある
勘定科目はないか、あるいは、同業他社や黒字企業と比較
して、自社の数値はどうかを分析します。ここでは、勘定科目
の増減要因について考えます。 

 

 

 

 

 
 
 

（1）売掛金の増減要因 
売上が伸びているときほど、売掛金は増加する傾向にあり

ます。売上債権回転期間が長期化していれば、売上代金の
回収が進んでいないことを表しています。 

売掛金に、回収が遅延しているものや、回収不能な不良
債権がないかを確認しましょう。 

正常な売掛金であれば、いずれ回収されるため問題はあ
りませんが、回収遅れによる滞留売掛金であれば、回収サイ
トの確認や回収遅れの原因をはっきりさせて、運転資金の調
達などその対応策についての具体的な説明が必要です。 

（2）たな卸資産（在庫）の増減要因 
売上好調時は、品切れ防止のために在庫を多く持つ傾

向があります。在庫の増加が売上の増加に見合った金額
か、売上が減少しているにもかかわらず在庫が増加してい
ないか、不良在庫はないか、を確認します。金融機関には、
在庫の増加が、売上好調によるものなのか、売れ残りなの
か、その要因を説明しましょう。 

売れ残りや不良在庫の場合は、処分方法についての説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明が必要になります。 
受発注や保管の方法、定期的な実地たな卸の実施、在

庫処分のルールを決めるなど、在庫管理体制の改善策に
ついても説明できればよいでしょう。 

（3）固定資産の増減要因 

固定資産は、機会の購入など設備投資を行うことで増加

します。売上拡大や生産性向上を見込んでの積極的な設

備投資であればよいのですが、あまり収益に貢献しないよう

な資産であれば問題です。 
その固定資産が、生産性の向上や収益にどの程度貢献

するかという説明が必要でしょう。 

（4）買掛金の増減要因 

売上が伸びると、仕入も増加し、買掛金の残高も増加し

ます。買入債務回転期間が短期化している場合は、支払

サイトの短期化や現金仕入の増加が要因として考えられま

す。資金繰りが苦しくなることが予想されますので、今後の

資金需要についての説明が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）借入金の増減要因 

 借入金残高が増えている場合、短期借入金（流動負債）

の増加は、売掛金や在庫の増加による運転資金の借入れ

なのか、長期借入金の増加は設備投資によるものなのか、

を正しく把握したうえで、返済の見通しを説明できるとよいで

しょう。 

（6）現金預金の増減 

過去からの利益の蓄積や損失の累積は、最終的には現

金預金の増減に集約されます。経営の本質は投下資本の

回収にありますから、利益が現金で回収されていることを確

認しなければなりません。 
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中 期 経 営 計 画 教 室 の ご 案 内  
■今月の開催日時：令和元年 9 月 19 日（木）10：00～17：00  ※毎月第三木曜日開催  

■会 場 ： ベイヒルズ税理士法人 セミナー室 （横浜市神奈川区栄町 1-1 ＫＤＸ横浜ビル 6 階） 
■参加費 ： 弊社顧問先様 1 日 30,000 円、一般の方 1 日 50,000 円 

※ 詳細のお問い合わせ、お申し込みは 045-450-6701（担当ＭＡＳ課）までご連絡ください。 

貸借対照表科目の増減要因は何か 
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